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東久留米市では、平成２３年度から１０年間を計画期間とする「東久留米市第４次長期総合計画」において、『“自
然 つながり 活力あるまち”東久留米』をまちの将来像とし、その実現に向けまちづくりを進めてきました。

この間、東久留米市を取り巻く社会情勢は大きく変動してきました。少子高齢化や人口減少等の状況に対し、
行政に求められる課題はますます多様化、複雑化してきており、限られた資源を効果的・効率的に活用するな
かで、持続可能な行政運営を図っていくことが求められています。

一方で、情報通信技術や人工知能等の技術革新のみならず、自然災害の頻発・激甚化や新たな感染症の
感染拡大により、社会全体の変化とともに、地域社会、地域経済のあり方や私たちの生活様式が変わってい
くことが予想されます。

こうした中にあっても、市のめざすべき「まちの将来像」の実現に向けた、長期的な視点と広い視野を有する
総合計画は、自治体経営の進むべき指針を示すものとして、重要な役割を担うものとなります。

これまで培ってきた東久留米市のイメージを継承しながらも、未来に希望をもって一人ひとりがいきいきと
暮らし、人々が行き交い、まちが潤い、魅力あふれるまちとなることをめざし、基本構想を策定することとします。

第５次長期総合計画は、基本構想・基本計画から構成され、東久留米市における長期的かつ総合的なまち
づくりの指針として、最上位に位置づけられるものです。

基本構想は、東久留米市がめざすまちの将来像やまちづくりの基本理念を示すとともに、それを実現する
ための施策の大綱を明らかにするものであり、計画的な行政運営の指針となるものです。

基本計画は、基本構想の目標達成に向けた取り組みが創意工夫のもとになされていくよう、分野別に現状
と計画期間中の課題とそれらを踏まえた方向性を示すとともに、諸施策を総合的に体系化するものです。

本基本構想の目標年次は、令和１２（２０３０）年とします。

　東久留米市のまちの将来像として、

「みんないきいき　活力あふれる　湧水のまち　東久留米」　を掲げます。

　東京都で唯一、「平成の名水百選」に選ばれた、落合川と南沢湧水群をはじめとする湧水や清流に象徴される、
水や緑と土が織りなす風景は、東久留米市の誇りです。わたくしたちは、未来に希望をもって一人ひとりがい
きいきと暮らし、人々が行き交い、まちが潤い、魅力あふれるまちをめざし、本基本構想におけるまちの将来
像として、「みんないきいき　活力あふれる　湧水のまち　東久留米」を掲げます。

　まちの将来像を実現するための、まちづくりの基本理念は、第４次基本構想を継承し、

　　　　　　　　「みんなが主役のまちづくり」　とします。

　まちづくりの主役である市民一人ひとりは、人と自然に寄り添い、力を合わせ、さまざまな場面で主体的に
力を発揮し、共に創る「 みんなが主役のまちづくり」を進めます。

　　　まちの将来像

　はじめに

　第５次長期総合計画の体系と基本構想の役割

　目標年次

　　　まちづくりの基本理念
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　まちの将来像を実現するために、５つの「基本目標」
を定め、基本目標を達成するための諸施策を「基本
的な施策」（基本目標を達成するための施策の大綱）
として展開します。基本的な施策は、基本計画の骨
格ともいうべき方針を示したものです。
　なお、基本目標を達成するための諸施策を展開し
ていくことは、持続可能な開発目標（SDGs）1の達成
に向けた取り組みの推進に資するものと考えます。

　　　まちづくりの基本目標3

※ 1  国連サミットで採択された「持続可能な開発のための 2030
アジェンダ」にて記載された 2030 年までに持続可能でより
よい世界をめざす国際目標。17 のゴール・169 のターゲット
から構成されている。

　
　地域産業は、雇用を生み出すとともに、まちの活力を創出する重要な役割を担っています。地域産業の活性
化と、新たなまちの魅力や価値の創出には、生産者と消費者がつながりを持ち、地域住民や関係団体等との
共創による取り組みが必要です。
　社会環境の変化や価値観の多様化によって、人と人との関わりや地域コミュニティの意識が薄れている中、地
域住民が互いに助け合い、だれもが地域の担い手として活躍することができる環境づくりが求められています。
　市民だれもが地域においてスポーツや文化・芸術に親しむことができ、生涯学習等の多様な活動に取り組む
ことをとおして、豊かな人生を送るなかで、地域の課題解決に主体的に関わっていくことができる環境づくりが
求められています。
　市民一人ひとりの活動や地域の活動で生まれた活力を源に、地域住民や関係団体、事業者等と共に産業の
活性化を図り、まちの魅力を高めながら、訪れたくなる、そして、住みたくなる、にぎわいあふれるまちをめ
ざします。

基本目標  ： 共に創るにぎわいあふれるまち

＜基本的な施策＞
○地域経済の活性化
　　さまざまな産業振興の支援とともに、市内の資源を活かした新たな産業などの創出を図り、地域経済の活性化

に努めます。
○都市農業の振興
　　多面的機能を有する都市農地の保全に努めるとともに、農業者支援制度や市内農産物のＰＲを強化しながら、

地産地消を推進し、都市農業の振興を図ります。
○地域力の向上
　　地域住民相互の連携を推進し、コミュニティ活動への参加を促すなど、地域コミュニティの活性化に努めるとと

もに、多世代・多文化交流や地域間交流を図り、地域力の向上に努めます。
○生涯学習の推進
　　あらゆる世代がスポーツや文化・芸術に親しむことができる機会や、共に学び合うことができる機会を増やし、

市民一人ひとりが主体となって地域の文化の発展や多様な地域活動に活かすことができるよう、生涯学習の推進
に努めます。
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基本目標  ： 安心して快適にすごせるまち

基本目標  ： いきいきと健康に暮らせるまち

　市民の生活を脅かす突然の災害や感染症など、さまざまなリスクから身を守るためには、行政による「公助」
の取り組みと連携し、自分の身は自分で守る「自助」や近所の人達と助け合う「共助」による取り組みを進めること
が必要です。
　だれもが安心して、より快適に暮らせるよう、すべての生活者・利用者の視点に立った、更なるバリアフリー・
ユニバーサルデザインによる都市基盤づくりが求められています。
　東久留米で生まれ育った人も、移り住んだ人も、このまちに愛着を持ち、いつまでも住み続けたいと思える
ようにするためには、快適で魅力ある都市空間を創ることが必要です。
　地震や台風、豪雨などによる災害に強く、だれもが安心して、快適に過ごすことができ、いつまでも住み
続けたいと思えるまちをめざします。

　超高齢社会にあって、少子高齢化の進行はもとより、大きく変化する地域社会の機能や世帯構造を踏まえ、
地域住民や地域の多様な主体が参画し、人と人、人と社会がつながり、一人ひとりが生きがいや役割を持ち、
共に助け合うこと（地域共生社会）が必要です。
　高齢者や障害者が可能な限り住み慣れた地域で、自分らしく、いきいきと暮らしていくためには、医療・福祉・
生活支援などが一体的に提供される仕組みづくりや社会参加を促すことが求められています。
　健康寿命の延伸や生活の質（Quality Of Life）の向上を実現するためには、自分の健康は自分で維持すると
いう自覚を市民一人ひとりに促すとともに、健康づくりを支援することが求められています。
　だれもが住み慣れた地域で、いきいきと活躍し、健康で幸せに暮らし続けられるまちをめざします。

＜基本的な施策＞
○安全・安心な地域づくり
　　市民の安全を守るため、自然災害に備えた防災対策の充実とともに交通安全対策を推進します。また、消防・

防犯の関連機関や市民団体との連携などに取り組むとともに、消費者生活に関する相談や情報提供に努め、安全・
安心な地域づくりを推進します。

○快適な住環境整備の推進
　　道路、下水道、公園などのインフラや交通環境をはじめとする都市機能の充実を図るとともに、自然環境や都

市景観と調和した市街地の形成に努め、快適な住環境の整備を推進します。

＜基本的な施策＞
○支え合う地域福祉の推進
　　地域における多様な生活課題の解決に向け、地域住民等による解決を支援するとともに、関係機関等と連携し

た相談体制の充実や自立の促進を図り、支え合う地域福祉を推進します。
○高齢者がいきいきと暮らせる地域づくり
　　高齢者が住み慣れた地域で、健康的な生活を送ることができるよう支援するとともに、就労等の社会参加や地

域活動に参画できる仕組みづくりを進め、高齢者がいきいきと暮らせる地域づくりを推進します。
○障害者がいきいきと暮らせる地域づくり
　　障害者が住み慣れた地域で自分らしく生活ができるよう、障害者やその家族に対する福祉サービスの提供と発達

に課題のある子どもへの切れ目のない支援に努め、障害者がいきいきと暮らせる地域づくりを推進します。
○健やかな生活を支える保健医療の推進
　　各種検診や健康増進のための保健事業など、健康づくりへの取り組みを推進します。また、安心して医療を受

けられるよう医療機関等との連携強化を図るとともに、医療保険制度などの適正な運営に努め、健やかな生活を
支える保健医療を推進します。
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　少子化が進む中、その原因や背景となる要因への対応を踏まえつつ、子どもたちが健やかに育っていくこと
ができる環境や、子育てに喜びや楽しみを感じながら、安心して子どもを生み育てることができる環境を整える
ことが必要です。
　子どもを取り巻く環境が変化していく中でも、子どもたちが自ら課題を発見し、自ら学び、自ら考え、自ら判
断して行動し、よりよい人生や社会を切り開いていく力を身につけるとともに、東久留米の自然や産業について
も学びながら、社会を支え発展させていくことができるよう、子どもたちを育成することが必要です。
　安心して子どもを生み育てることができ、新しい時代を担う子どもたちが豊かな心と健やかな体を養い、人
間性豊かに成長できるまちをめざします。

　基本目標  ： 子どもが豊かに成長できるまち

　東久留米には落合川や黒目川、立野川、南沢湧水群、南沢緑地や竹林公園等の豊かな水と緑があり、そし
て多様な生きものが生息しています。すべての人が、水と緑と土が一体となった生きものが生息できる環境づ
くりにも配慮し、自然環境を保全し、この恵み豊かな環境を次世代へ継承していくことが必要です。
　市民の暮らしや自然環境に大きな影響を及ぼす地球環境問題にまち全体で対処するため、省エネルギーの
徹底、資源の有効活用、ごみを出さない工夫など、市民一人ひとりの理解と行動が必要です。
　市民・事業者・行政がそれぞれの役割を果たすとともに、互いに連携しながら、環境への負荷が少なく、
人と自然が共生することができるまちをめざします。

　基本目標  ： 自然と共生する環境にやさしいまち

＜基本的な施策＞
○子どもを安心して生み育てられる環境づくり
　　子ども・子育て支援の取り組みを促進するとともに、子どもたちの健全な育成を家庭や地域、子ども・子育て

支援事業者などと連携・協力を図りながら社会全体で支える体制の構築に努め、子どもを安心して生み育てられ
る環境づくりを進めます。

○子どもの未来を育む学校づくり
　　学校、家庭、地域や各関係機関と連携・協力を図りながら、世代を超えたさまざまな人との交流によって、児童・

生徒が人間性豊かに成長し、確かな学力とともに、これからの社会を生き抜くために必要な力を身につけること
ができるよう、子どもの未来を育む学校づくりを進めます。

＜基本的な施策＞
○水と緑を守り育てる環境づくり
　　多様な生きものを育む湧水をはじめとする水辺環境や雑木林などの緑を保全し、自然とふれあうことのできる

空間と機会の創出に努め、水と緑を守り育てる環境づくりを進めます。
○地球環境にやさしいくらしづくり
　　市民や事業者が環境への理解を深め、自発的な活動が促進されるよう環境学習を推進するとともに、市民や

事業者と協力して地球温暖化対策や、環境への負荷低減に向けた取り組みを進め、地球環境にやさしいくらしづ
くりを進めます。
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　基本構想実現のために、すべての基本目標及び基本的な施策それぞれに必要となる基本的な取り組みを以
下に示し、まちづくりを進めていきます。

　　　基本構想実現のために4

　市民、地域活動団体、事業者と行政が、互いを認め合い、心を通わせながら、共通の目標に向かって知恵
と力を出し合う「協働」により、常に変化し続ける地域の課題や市民等のニーズに対応していきます。協働体制
を強化していくためにも、行政からの積極的かつ効果的な情報発信に努めるとともに、市民等との情報共有を
図ります。

　平和を尊ぶ意識を醸成し、性別や年齢、国籍、民族、文化、言語の違い、障害の有無などによって差別や
偏見を受けることのない、すべての人がありのままであたりまえに暮らすことができるまちをつくります。国籍
や民族などの異なる人々が、互いの文化的違いを認め合えること（多文化共生）、そして、あらゆる分野で男女
の区別なく、だれもが活躍できる社会の実現をめざします。

　今後、人口減少が進み社会・経済の先行きに不確実さが増す中で、持続可能な行財政運営を進めていく必
要があります。ＡＩやロボティクス等のいわゆる革新的技術の活用や、行政の標準化・共通化など行政事務の改
善・改革に取り組むとともに、公共施設の計画的な老朽化対策や施設の統合など公共施設マネジメントを推進
していきます。
　複雑・高度化する行政課題への対応やスマート自治体への転換など、その社会背景に見合った人材を育成す
る必要があります。職員一人ひとりが、高い専門性を身につけ、企画調整能力やコミュニケーション能力など
を高めながら、より一層市民の負託に応えることができる組織をめざします。

協働によるまちづくりの推進… …………………………………………………………

互いに尊重しあえる意識の醸成…………………………………………………………

持続可能な行財政運営… ………………………………………………………………
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　　　将来人口と土地利用に関する方針6
　まちの将来像の実現に向けた施策展開の基本的条件として、将来人口及び土地利用についての方針を次のよう
に定めます。

（１）将来人口
　第５次長期総合計画の策定に当たって行った人口推計では、平成３０（２０１８）年以降、人口の減少が見込まれて
います。第５次長期総合計画の目標年次である令和１２（２０３０）年の人口は、概ね１１万２千人に、その１０年後の令
和２２（２０４０）年は、概ね１０万７千人になる見通しです。
　また、平成２７年に策定した東久留米市人口ビジョン2において、市の目標人口を算出した際の諸条件3はそのまま
に、基準年を平成３０（２０１８）年として改めて推計を行ったところ、令和１２（２０３０）年は概ね１１万３千人、令和２２（２０４０）
年は概ね１０万９千人という推計結果となりました。これを将来展望人口とし、人口減少の速度が緩和されるよう今
後のまちづくりを展開していきます。

※ 2   「まち・ひと・しごと創生法」に基づき、東久留米市における人口の現状分析や人口の将来展望を示したもの。
※ 3  合計特殊出生率を 2030 年までに 1.80 まで上昇させ維持していくことや若者・子育て世代の転入数を増加させている。

　　　基本目標の体系5
基本目標 基本的な施策

※基本構想実現のために

地域経済の活性化

都市農業の振興

地域力の向上

生涯学習の推進

共に創るにぎわいあふれる
まち

安全・安心な地域づくり

快適な住環境整備の推進

安心して快適にすごせる
まち

いきいきと健康に暮らせる
まち

子どもを安心して生み育てられる環境づくり

子どもの未来を育む学校づくり

子どもが豊かに成長できる
まち

水と緑を守り育てる環境づくり

地球環境にやさしいくらしづくり

自然と共生する環境に
やさしいまち

協働によるまちづくりの推進

持続可能な行財政運営

互いに尊重しあえる意識の醸成

支え合う地域福祉の推進

障害者がいきいきと暮らせる地域づくり

高齢者がいきいきと暮らせる地域づくり

健やかな生活を支える保健医療の推進

※施策全体に必要となる基本的な取り組みとして位置づけているものです。
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（２）土地利用
　土地は限られた資源であるとともに、都市空間を形成する最も基本的な要素です。
　今後、人口減少・少子高齢化の進展とともに、経済活動の中心である生産年齢人口の減少が予測されています。
また、昭和３０年代に建設された大規模住宅団地の建替えは完了しましたが、昭和４０年代に建設された大規模住
宅団地が存在していることや、空き家や空き店舗なども目立ち始めています。これらの今後の動向は、都市の活
性化や景観に大きな影響を及ぼすこととなります。
　住みたいまち、住み続けたいまち、訪れたいまち、働きたいまちの実現をめざし、以下に示す「快適に暮らすこ
とができる住環境の形成」、「活力を生み利便性を高める都市づくり」、「農地と雑木林の保全」に努め、都市として必
要な機能がバランスよく配置されるよう市域全体を通して計画的な土地利用を推進します。
　今後の土地利用については、地権者の権利を尊重しつつ、市民の参画を得ながら、都市計画マスタープラン
などの計画策定を踏まえ、用途地域等の見直しなどにより、まちの将来像に相応しい土地利用を誘導します。

１）快適に暮らすことができる住環境の形成
　市民だれもが安心して快適に過ごすことができるよう、住環境や道路などの交通環境の整備を図ります。また、
市民の安全を守るための対策や、自然災害に備えた防災都市基盤の整備を図ります。

2）活力を生み利便性を高める都市づくり
　持続可能な都市として発展していくため、人々がいきいきと行き交いながら、産業と経済の好循環が図られるよ
う、まちに活力とにぎわいをもたらす都市機能の充実を図ります。
　整備された都市計画道路の沿道においては、事業所や店舗などの立地誘導を図り、その後背地は住宅地とする
などメリハリのある、利便性の高い土地利用を誘導します。

3）農地と雑木林の保全
　農地は、新鮮で安全安心な農産物を供給しているのに加え、都市の環境保全、安らぎや潤いのある景観、防災
空間、教育などの多面的機能を有しています。また、雑木林も、地球温暖化の防止や大気汚染対策、ヒートアイ
ランド対策、生物多様性の保全、循環型社会への転換などに寄与しています。これらの重要な役割を担う農地と
雑木林の保全に努めるとともに、他の土地利用との共存に努めていきます。

将来人口


